平成25年度　第１回　大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会幹事会
議事録要旨
日時：平成26年1月21日(火曜日)　15:30～17:45
場所：大阪府庁　本館5階　正庁の間
出席者：井上部会長、貝戸委員、川合部会長、河野部会長、奈良会長代理、古田会長　※全委員出席(1名代理)
議事内容：１．スケジュール及び審議事項等について
２．情報提供

３．中間報告(案)たたき台の検討について

【あいさつ】
都市整備部事業管理室事業企画課森岡課長から挨拶があった。
【議事１．スケジュール及び審議事項等について】
資料１、資料２について事務局より説明があった。
【議事２．情報提供】
参考資料３について、国土交通省近畿地方整備局より説明があった。
参考資料４について、大阪府事業管理室防災企画グループより説明があった。
【議事３．中間報告(案)たたき台の検討について】
戦略的な維持管理の推進について、事務局より説明が行われた後、討議が行われた。
～アウトプットイメージについて～

●官庁が持っているデータをオープンにすることによって、協働が進展するケースがある。データをオープンにすることによる仕組みづくりもご検討いただきたい。
～点検・診断・評価の手法や体制等の充実～

●データを全て蓄積し、そして判断指標がある。データに基づき判断することが１番理想であるが、20年・30年ではできない。
●重要なことは、技術者が何人いるのか、抱えている構造物がいくつあるのか、そういう比率である。
●構造物がどういう状態にあるのかということを、自分の目で見て回るということが極めて重要である。

●コンクリートはコンクリート、鉄は鉄というような材料毎の考え方も必要である。

●行政の場合は予算があるので難しいが、本当は全体を見渡してアセットマネジメント考えられることが理想である。
●マンパワーの問題や、インフラの数の問題、予算の問題など、全て理想通りにやるのは難しい。目指す方向と実現できることが大事であり、大阪府が考えている問題のどこに重点をおくのかということと、実際に何ができることなのか、何が課題なのか、ということを情報提供していただいた上で、議論していかないと具体的な案は出ない。
～施設の特性に応じた維持管理手法の体系化～

●予測計画型でできる構造物は微々たるものである。基本的に状態監視型でやっていかないといけない。LCCと言っても構造物の劣化だけがお金を使うのではなく、足場を掛けたり、補修したり、さまざまな要素で決まる。予測計画型やLCCを計画にしていくのは実践的ではない。

●実際に見て状態を把握し、それから技術者が判断する方が結果的には安価になり、実践的である。
●寿命の考え方で公会計上や工学的、計画上の基準などがあるが、あまり意味が無く、全体的に大まかな予算を考える際はこういう話がでてくるが、個別の構造物で考える際は意味がない。
●予測計画型自体が難しい。

●優先順位の決定要素に、空間条件などのように、構造物自身の重要度だけではなく、その構造物が不具合を起こした際に他のところにも社会的な影響がでるということも考慮しなければならない。
●社会的影響度の評価方法は、分野単位では作れるが、分野を跨いで道路と下水の社会的影響度の評価はどうするのかなど、非常に難しい問題がある。
●リスクマネジメントの縦軸は、発生確率ではなく劣化の進行速度などの指標であれば、対策の判断材料になる。
●道路仕様書では、100年を目標に設計するとしているが、実際には200年でも使うので、あまりこの数字に意味はない。
　～持続可能な維持管理の仕組みづくり～

●一番重要なのは維持管理の業務改善と魅力向上である。
●研修は道具であり、一番目は魅力のあり方である。
●民間の場合、資格所有者の見える化がかなり進んでいる。
●大阪府の役割は、府域の市町村に対しても技術指導ができる技術者を育てることである。
●府職員の方が資格を取得し、実際に構造物を見て、市町村へ技術指導に行くというシステムがこれから必要となる。

●大阪府の中身も大事だが、市町村をはじめ、全体も見据えた形の人材育成を率先してやっていただきたい。
●近畿一円共通で新技術を評価する仕組みや資格など、広く使える方法が必要である。
●予算的な裏付けや評価指標、報酬がなければ、技術力の向上や継承は実現しない。
●市町村で何が課題になっているのかが判れば、どういう仕組みを作れば良いのかがわかる。
●ある分野に特化したスペシャリストを育てるという方向を向いているのか、さまざまな分野をある程度できるジェネラリストを育てるという方向を向いているのか。方針を明確にするべきである。
●全員がスペシャリストである必要も無いが、全員がジェネラリストでもいけない。
●マイスターになるインセンティブなど、意欲が生まれる仕組みが必要である。
　事務局より閉会の挨拶があった。

